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B －31　 ド ラ イ クリ ーニ ン グ作業 と有機 溶 剤被 暴 につ い て

大 阪 教 育 大

目 的　 ド ラ イ グリ ー

問題 の有 無 を検 討 し た

一

一

奥 窪 朝 子

ン ダ 作 業 時 に お け る 有 機 溶 剤 被 暴ヽ の 実 態 を 把 握 し ， 衛 生 上 り

方 法’ 作 業 環 境 の 気 中 溶 剤 ガ ス 濃 度 の 調 査 は ， 阪 神 地 区 の ９ 軒 の ド ラ イ ク リ ー ニ ン

グ 店 （ 溶 剤 ， 洗 浄 機 の 機 種 ， 経 営 規 模 な ど を 考 慮 し て 選 定 ） を 対 象 と し て ， 検 知 管-（

北 川 式 ） 法 に よ り 測 定 し たト 作 業 時 に お け る 自 覚 症 状 は ， 調 査 店 の 従 業 員70 名 を 対 象

と し ， 問 診 に よ っ た 。　調 査 時 期 は19 73 年12 月,     19 74 年 ７ 月 で あ る 。 許 容 濃 度 以 下 の 溶

剤 ガ ス｡吸 入 時 に お け る 自 覚 症 状 の 実 験 的 検 討 は ， 成 人 男 女 各20  名 を 対 象 と し,    10～25

PP ni の 石 油 系 溶 剤 お よ び25  ~ 60 pp m の パ ー ク ロ ル エ チ レ ン （ Ｐ Ｃ Ｅ ） の15 m in 被 暴 に

よ る 自 覚 症 状 を 問 診 し た 。

成 績　 ス ラ ッ ジ 取 出 し 時 の 気 中 Ｐ Ｃ Ｅ は ， 急 性 中 毒 を 引 起 す 危 険 の あ る 濃 度 に 達 し

た 。 そ の 他 の 諸 作 業 時 は,    P  C E  ,    石 油 系 溶 剤 と も･， い ず れ の 機 種 の 洗 浄 機 使 用 時 に

お い て も, 冬 期 ， 夏 期 と も ， 作 業 環 境 の 気 中 溶 剤 ガ ス 濃 度 は 許 容 濃 度 （ Ｐ Ｃ Ｅ ：　1 00

PP n>   . 石 油 系 溶 剤:　2  00 pp m    (  A  C   G   I   H 19 73 年 ） を 下 回 う た 。 一 方 ， 一 過 性 で は あ

っ た が ， 頭 痛 ， は き け な ど を 経 騒 し た こ と の あ る 訴 え が ， 洗 浄 作 業 の 専 従 者 ；　P  C E

57 %  , 石 油 系 溶 剤40  % の 者 に み ら れ た 。 実 験 的 に 検 討 し た 許 容 濃 度 以 下 の 溶 剤 吸 入 時

に お い て ， 急 性 中 毒 の 疑 い あ る 症 状 の 訴 えｰが,     P   C  E  ;　男 性10  %  , 女 性15  ％,     石 油 系

溶 剤 ；　男 性5  %  , 女 性15  % の 者 に み ら れ た 。　な お ， 乾 燥 時 に お い て ド ラ イ ク リ ー ナ ー

か ら 外 気 へ の 排 Ｐ Ｃ Ｅ ガ ス 濃 度 は,    10 ,0 00 pp m に も 達 し 大 気 汚 染 上 の 問 題 を 認 め た ，
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